
2006年10月8日に、室生
山上公園芸術の蘇がオープ

ニングを迎えた。ところは

奈良県と三重県の県境近

く、自主三平の『カムイ伝』

に登場する地名も近隣とい

う土地柄だ。最寄りの駅は

近鉄の室生口大野駅。女人

名づけられた階段状の半円 遺志を継いで実現したもの

柱が、北綿34度32分の紬線 だという。

ダ晶裳速 上に強えている。 ζの軸線 J.a.tn.ダンス ・.シアタ一
二t百 織 は近隣の室生寺、長谷寺か の面々とともに緑の回廊を
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ヱシ示 跡、笹墓古墳などを東西に 釘付けにしたヤエル ・カラ
ルUJr V~ノ ， 直線で瞬ぐ。古代以来の太 ヴァンは、彫刻家の愛娘。

~ A 岡信仰の旺として、写真家 ロンドンに学び、今はパリ

高野として知られる室生寺 ・ヴヨ白 ' 小川光三氏が「太l砲の道J を栂拠地とする閥遮 ・聡明

参詣のおりに下車した方も

多いだろう。字陀市の用意

したマイクロパスを乗り継

ぎ、さらに徒歩で室生寺与を

見下ろす峠を越えると南入

り口に至る。案内所の先で、

突然、眼下に眺望が聞ける。

初秋の山ぞ背に咽100-150
~;:.ほどの緩やかな谷が、巨

大な飽よろしく大きな弧を

描いて、南から北へとなだ

らかに下っている。随笹の

音に蹄われて進むと、まず

ひとつー湖が臨まれ志。三 ← 

つの円形の島が股えられ、

そζを舞台として、すでに

開会を記念する卿踊が始ま

っていた。

ステージの品は東西を楠

で本土に結ばれ、南には赤

倒びたピヨミッドを概した

島に迎結さオする。湖を阻む

東西そして南の斜面には、

ギリシアの野外劇場を思わ

せる階段状の座席が自く師

f捗1& "J と名づけたものという。 ζ な女性だが、大野一雄の感

五億 ? の刺I~こ沿って鰍の遊歩道 化も歴然とする身のこな

哩Z‘ 占 が谷を跨g、公園を樹切っ し。野外炊き出しのテント

百1'''' て貫いている。抑踊はζれ 会場でも、すぐに地元の子

主. らの結界を越えてさらに螺 供たちに溶け込んで、即席

面否 旋の細川臓の竹林へ の遊戯に興じていた。招か

¥ ~ .-":iと移動して地下にもぐり、 れた場所の地盤にすばタく

ら~ f'bJ再度地上に現れて、再生を 感応し、大地や大気との共

山信 野gながら終了した。その 振を、自己の袈現へとすな

上 初突端の雌の土盛の源流に おに昇躍する天賦の才能

11ワは、西の削に「弘法の井戸J は、父親捜りというべきか。
公 l仰が断、ていた。 に ~vanは「砂漠の隊商J
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歳月を費やして、 f芸術の 造りは一般公開とともに終

森 森J地制された。本年76 了するわけではない。計画
歳の彫刻家は、トレードマ した迷路の央現は、なお将

閲 : ーク舗のハンチング姿。 来のαz眼果胤いつ一?の紫耕本朴ト
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Z巧ヲ ， に当たるため、股馴初は附f仔子政 いかにその土地の持ち味を

官づ:_¥， 側の了承を得るのに苦労し 弓引|暗~き出すかカが1穴切だ。地滑

く。ステー.ジを見下ろすこ

れらの摺鉢が、音轡効果を

確保する。離合集散を締り

返していた男女5人の踊り

H附e♂♂川/リj 2r口?匁お持品品ふ以ゐ泣点支忠拡主お3諸諜2認2獄E諒ま 認Z詑zz諜盟2Zで
霞 ら、スペイン、ボルト ・ボ 眠れない夜もあった。だが、

星 : ーのヴァルター ・ベンヤミ 本当に難しいのは、 今から

手たちは、やがて島を走り
~ 

総主 I ン記念碑《パッサージユ)) だ?いったん完成した庭園

去って右手の棚田を下り、 会座 へと引き継がれたモチーフ - を、いかに後世に伝えて行

観客たちを鵠いながら、稲

穂の彼方、湾曲した渓谷逓

か川下に位隠する第二の湖

交右企重 だ。場所の記憶を宇宙の調 くか。 .五百年後、千年後に

事i恕 -律と交織させる手法は、 ζ この土地がどのようはなっ

院長 とではダニの友人であっ ているか。そこには地域の

へと、祝祖の舞台を移す。

こζには「英文の塔Jと

学究荊 た、室生出身の彫刻家、故 人々¥将来の子孫の世代に

護事美 ・井上露首の故郷に寄せる よる震が不可欠なのだ、と。
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